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被援助場面における特性感謝と状態感謝に関する社
会的認知モデルの検討
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This study was retested a social-cognitive model of trait and state levels of gratitude (Wood et 
al.， 2008). Wood et al. (2008) model attempts to specify the generative mechanisms 1inking individual 
differences (trait gratitude) and objective situations with the amount of gratitude people experience 
after receiving help (state gratitude). All participants (N=261) read the vignettes describing a situation 
in which they received help and then answered some questions. As a result， itemerged that Wood et 
al. (2008) model has the uncertainly. Some fixed models showed that benefit appraisals partially mediate 
between trait gratitude and state gratitude. But we could not produce Wood et al. (2008) model in 
]apan， because we could not consider the fixed model in its fit. 







な資源を広げ，新たに形成する J(Emmons & 






















治宝ある (e.g.， Bartlett & DeSteno， 2006; DeSteno et 
al.， 2010)。他方，特性感謝に関する研究には，感
謝の経験を想起させる介入操作により，特性感謝が
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主観的幸福感を向上させることを示したものがある





く (McCullough，Tsang， & Emmons， 2004). 
McCullough et al. (2004)の「高い水準の特性感謝は，
El々 の状態感謝を頻繁に，強烈に経験することと関
係している」とするがI提は曾論~il: されてこなかった
(Wood， Maltby， Stewart， & Linley， 2008)。
これに対して Woodet al. (2008) は. i特性感謝
と状態感謝に関する社会的認知モデル (social-














Gatewood， & Driver， 1968; Lane & Anderson， 1976) 
を踏まえて，受益者の主観によって評価される 3つ
の帰属により構成されると考えられている。 3つの
帰属の l つ I~I は「援助の誠実性J である。これは，
受益者が利益供与者の援助動機に私利的なものが含
まれていないと思うかどうかという，利益供与者の
誠実さについての評価である。 2 つ I~I は「コスト j
である。これは，利益供与者が援助のために払った
Appraisals 
Figure 1. A theoretical model of trait and state 


























「特性感謝Jは， McCullough et al. (2002) が作
成した GratitudeQuestionnire-6 (tJ、下， GQ-6と1告
す)で測定された。
Wood et al. (2008)は Amosversion 7.0 (Arbuckle， 
2006) を用いた共分散構造分析により，モデルの妥




Wood et aL (2008)の知見は，従来の特性感謝に
関する研究と状態感謝に関する研究をつなぐ貴重な
研究である。しかし，貴重な知見を示す一方で，

























の適合度を計算することができれば. Wood et 
al. (2008)が示す理論モデルの妥当性を確認できる。












これら 2つの方法を用いることで. Wood et 
Figure 2. Wood et al. (2008)'s model. 
All values are omitted. It may be that this model 




とは. Wood et al. (2008)の主張する理論モデルを
確かなものにすることへ繋がる。
そこで本研究は. Wood et al. (2008)の理論モデ
ルの不確実性をなくして分析すること，およびiヨ本
においても Woodet al. (2008) と同様の知見が得
られるかを追試することを目的とした。





Wood et al. (2008)のモデルを向社会的状況の中で
も特に「被援助;場面jにおける感謝ーに限定して適用
し状況のi愛昧性を低めることにする o I被援助場





Wood et al. (2008)と同様に，質問紙法を用いた。






質問紙は. Wood et al. (2008)に倣い. 3つの被
援助場面のピネットの提示と，それぞれの場面に対
する 4つの質問項自で構成した。


















et al. (2008) に倣い 以下の4項目について質問
をした。①「援助の誠実性Jを測る項目は. rその
人は，あなたを助けたいという誠実な思いをどれく










































は. Wood et al. (2008) と向様に. 3つのピネット
の評定値を平均し得点とした。各得点の平均値と
標準偏差は. 1コストJ: M=4.05， SD=0.82. r援助
の誠実性J: M=4.64， SD=0.80. r価値j‘M=5.30，
SD=0.68. 1状態感謝J: M=5.36， SD=0.67であっ
た。「特性感謝Jは. GQ-6の逆転項自の処理をした
6項自の合計得点であり，平均値と標準偏差は.M
= 30.32， SD = 4.15であった。








GFI. AGFI. CFI. Rl¥1SEAをj有いた。豊田 (2003; 
2007) を参考に， χ二乗検定が5.%水準で有意では
なく. GFL AGFI孟.90.CFI孟.95でかつ， Rl¥1SEA 
三五.05以下であるとき，モデルの適合!支が良いとした。
潜在変数のみのモデルに関する検討















謝」の潜在変数を新たに作成した (Figure3 Model 
a)。適合!支の指標は， χ2(df=9， N=261) =66.876 (戸




χ2 (df = 2， N = 261) = 20.387 (戸く.01)， GFI = .961， 
AGFI = .807. CFI = .952， RMSEA = .188でありモデ
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ルの適合度は良くなかった。さらに， Q1とQ2の誤
差に相関をつけ，再度分析を行った (Figure3 
Model b)。適合度の指標は χ2(df = 1， N = 261) = 















は， χ2(dj = 17， N = 261) = 61.582いく.∞1)，GFI = .945， 







Figure 3. Trait gratitude of latent variable. 
All values are standardized. All paths except those 
marked戸く.05were significant at pく.001.[Model寸
前:χ2 (df=9， N=261)=66.876(台く.001)，GFI=.920， 
AGFI=.813， CFI=.878， RMSEA=.l57. [Model b] fit: 






度の指標は χ2(df= 16， N=261) =25.571 (1S) ， GFI 

























Figure 4. A model of three latent variables. 
All values are standardized. All paths except those 
marked 11S were significant at戸く.001.Model fit: 
χ2(df=16， N=261)=25.571(ηS)， GFI=.976， 
AGFI=.946， CFI=.990， RMSEA=.048 





































Figure 5. Multiple regression analysis. 
AII values are standarclized. AII paths except those 
marked p < .05 were significant at戸く.01.Numbers 
in parentheses represent zero-order correlations. 




化間接効果は s= .271 (ブートストラップ標本=









本研究は. Wood et a1. (2008)の社会的認知モデ
ルを日本人のデータに適用したものである。加え
て. Wood et a1. (2008)の共分散構造分析でのモデ
ル検証に不備がある可能性を指摘し，不確実性を改
善する 2種類の分析方法を行った。










Wood et a1. (2008)のモデル検証を改善する第 2




























et al. (2008)のそデルIZについて，次の 2点が判










考えられる。 Woodet al. (2008)および本研究では，
fコストJ. 1""援助の誠実性J. 1""価値Jの3つで「利
益の評価jを構成したが，被援助研究 (e，g.，浅)11.
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